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▲花咲きファーム　イングリッシュローズガーデン

職員の立替えが判明
　　　　　　市長給与減額に関する条例を可決
職員の立替えが判明
　　　　　　市長給与減額に関する条例を可決

　今定例会は、同和更生資金貸付基金償還金調査特別委員会が最終報告を行いました。
その調査結果の報告を受けて、市長給与の減額に関する条例が提案され、その条例を可決しました。

（詳細は、３ページをご覧ください）

～同和更生資金貸付基金償還金調査特別委員会の最終報告を受けて～

　今
回
の
一
般
質
問
で
は
、
質
問

が
可
能
な
17
人
の
う
ち
16
人
が
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

市
議
会
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
発
言
は

そ
の
人
の
全
て
が
出
ま
す
。
傍
聴

に
来
ら
れ
た
方
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
見
ら
れ
た
方
が
、
必
ず
し
も

議
論
の
中
身
に
満
足
す
る
事
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ

が
大
事
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
し

て
、
そ
こ
か
ら
市
民
の
政
治
が
生

ま
れ
る
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ど
う
ぞ
、
そ
の
「
た
い
し
た
こ

と
な
い
や
ん
」
と
い
う
実
際
か
ら

「
市
民
の
政
治
」
を
と
も
に
始
め

ま
し
ょ
う
。
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／
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泉南市固定資産評価審査委員会委員の選任について
（岩本 正美 氏）

泉南清掃事務組合規約の変更に係る協議について

泉南市印鑑登録及び証明に関する条例等の一部を改正する
条例の制定について

平成24年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第１号）
に対する修正案

平成24年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第１号）

市のごみ置き場の維持管理責任は市であることの確認を
求める請願書に対する閉会中の継続審査に関する動議

市のごみ置き場の維持管理責任は市であることの確認を
求める請願書

特別職の職員の給与に関する臨時措置条例の制定について

閉会中の継続審査について
　付託議案第3号　泉南市自治基本条例の制定について
　付託議案第4号　 泉南市子どもの権利に関する条例の制定について

閉会中の継続調査について

関西電力大飯原子力発電所3、4号機の再稼動に反対する
意見書ついて

障がい者の権利を保障する新たな総合福祉法の制定を求
める意見書について

真砂満議員に対する議員辞職勧告決議について

同和更生資金貸付基金償還金調査特別委員会最終報告について

同和更生資金貸付基金償還金等に関する調査の終了及び同
和更生資金貸付基金償還金調査特別委員会の廃止について

原 案 同 意

原 案 可 決

原 案 可 決

修正案否決

原 案 可 決

原 案 否 決

不　採　択

報　告　済

原 案 可 決

原 案 可 決

閉会中の
継続審査

継 続 調 査

原 案 否 決

原 案 可 決

原 案 可 決

報　告　済

報　告　済

報　告　済

森裕文氏当選

原 案 承 認

原 案 承 認

原 案 承 認

報　告　済

報　告　済

報　告　済

報　告　済

報　告　済

原 案 承 認

退席 中尾、堀口2

退席 1

賛成 和気、大森、小山、成田、松本

河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、井原、谷、角谷、北出、南

堀口

5

反対 12

退席 1

賛成 河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、井原、谷、角谷、北出、南

和気、大森、小山、成田、松本

堀口

12

反対 5

退席 1

賛成 和気、大森、小山、成田、松本、北出

河部、梶本、原、中尾、木下、森、井原、谷、角谷、南、堀口

真砂

6

反対 11

退席 2

賛成 和気、原、中尾、木下、大森、小山、井原、谷、角谷、成田、松本、北出

梶本、森、南、堀口

河部、真砂

12

反対 4

退席 1

賛成 和気、原、中尾、大森、井原、谷、角谷、成田、松本

河部、梶本、木下、小山、森、北出、南、堀口

真砂

9

反対 8

賛成 和気、大森、小山、成田、松本

河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、井原、谷、角谷、北出、南、堀口

5

反対 13

賛成 和気、大森、小山、成田、松本

河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、井原、谷、角谷、北出、南、堀口

5

反対 13

賛成 河部、和気、梶本、原、中尾、木下、真砂、大森、森、井原、谷、角谷、
成田、松本、北出、南、堀口

小山

17

反対 1

議案第1号

議案第2号

議案第3号

議案第4号

請願第１号

議案第5号

議会報告第１号

議員提出議案
第10号

議員提出議案
第7号

議員提出議案
第8号

議員提出議案
第9号

泉南監報告第2号

泉南監報告第5号

泉南監報告第6号

選挙第3号

報告第1号

報告第2号

報告第3号

報告第4号

報告第5号

報告第6号

報告第7号

報告第8号

報告第9号

例月現金出納検査結果報告

例月現金出納検査結果報告

例月現金出納検査結果報告

泉南清掃事務組合議会議員補欠選挙について

専決処分の承認を求めるについて（泉南市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について）

専決処分の承認を求めるについて（泉南市都市計画税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について）

専決処分の承認を求めるについて（泉南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）

平成23年度大阪府泉南市一般会計予算繰越明許費繰越計算書について

平成23年度大阪府泉南市介護保険事業特別会計予算繰越計算書について

平成23年度泉南市水道事業会計予算繰越計算書について

平成23年度泉南市土地開発公社経営状況について

平成24年度泉南市土地開発公社経営状況について

専決処分の承認を求めるについて（平成２４年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号））

議
会
報
編
集
委
員
会

議会だよりに対するご意見・
ご感想をお寄せください。
〒590-0592（住所不要）
泉南市議会事務局
TEL 483-0008  FAX 484-2085
e-mail:gikai@city.sennan.lg.jp

お
待

ちしていま
す

お
待

ちしていま
す

ご意見
ご感想
ご意見
ご感想

議案賛否一覧議案賛否一覧議案賛否一覧

件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　果議案番号

その他の議案結果その他の議案結果その他の議案結果

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

件　　　　　　　　　　　　　　　名 賛　　　　　　　　　否 結　果議案番号



■
関
西
電
力
大
飯
原
子
力
発
電
所
3
、

4
号
機
の
再
稼
働
に
反
対
す
る
意
見
書

に
つ
い
て

　

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　原
子
力
の
怖
さ
は
否
定
し
な
い
が
、

国
民
生
活
や
産
業
へ
の
影
響
、
加
え
て

原
発
に
働
く
労
組
員
、
ま
た
大
人
の
判

断
で
稼
働
を
決
定
し
た
福
井
県
民
の
民

意
を
踏
み
に
じ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　弱
い
と
こ
ろ
に
放
射
線
被
ば
く
を
押

し
付
け
て
い
る
。
今
、
一
人
一
人
が
反

対
に
立
ち
あ
が
っ
て
い
る
。
流
れ
に
応

え
よ
う
。

　同
和
更
生
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て
、
回
収
金
を
債
務
者
で
は
な
く
、
職
員
が

立
替
え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
義
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、
平
成
21
年

6
月
の
本
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
、
同
和
更
生
資
金
貸
付
基
金

償
還
金
調
査
特
別
委
員
会
（
百
条
委
員
会
）
の
最
終
報
告
が
こ
の
た
び
ま
と
ま

り
、
平
成
24
年
第
2
回
定
例
会
に
お
い
て
、
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
真
砂

　満
議
員
に
対
す
る
議
員
辞
職

勧
告
決
議
に
つ
い
て

　

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　最
も
重
い
受
け
止
め
は
辞
職
で
は

な
く
、
議
員
一
人
一
人
が
自
分
の
問

題
と
し
て
受
け
止
め
、
批
判
の
前
に

立
つ
こ
と
で
あ
る
。

　議
員
と
し
て
不
適
当
か
ど
う
か

は
、
選
挙
で
選
ぶ
住
民
が
判
断
す
る

も
の
で
あ
り
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
議

員
が
判
断
す
る
の
も
の
で
は
な
い
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　議
会
は
自
浄
能
力
が
必
要
。
暴
力
団

を
容
認
す
る
よ
う
な
発
言
は
認
め
ら
れ

な
い
。
ま
た
、
決
議
が
不
見
識
と
い
う

発
言
も
非
常
識
で
あ
る
。

　本
市
で
は
、
昭
和
40
年
に
設
置
さ

れ
た
泉
南
市
同
和
更
生
資
金
貸
付
基

金
条
例
に
基
づ
き
、
資
金
の
貸
付
事

業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
14

年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
条
例
の

廃
止
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
平
成
14
年
6
月
の
市
の
滞
納
額

調
査
に
お
い
て
、
滞
納
額
が
５
３
８

０
万
円
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
市
は
回
収
率
を
今
後
２
、
３
年

の
間
に
府
平
均
の
約
70
％
ま
で
引
き

上
げ
る
こ
と
な
ど
を
約
束
し
、
平
成

14
年
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
条

例
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
14
年
か
ら
15
年
に
か
け
、
市

は
総
額
約
３
２
１
万
円
（
元
金
３
０

８
万
円
）
の
回
収
を
行
い
ま
し
た

が
、
平
成
21
年
６
月
の
定
例
会
に
お

け
る
一
般
質
問
に
お
い
て
、
回
収
金

は
職
員
か
ら
集
め
た
も
の
で
は
な
い

議
員
提
出
議
案
第
９
号

同
和
更
生
資
金
貸
付
金

　

　
　
　
　職
員
の
立
替
え
が
明
ら
か
に

同
和
更
生
資
金
貸
付
金

　

　
　
　
　職
員
の
立
替
え
が
明
ら
か
に

（3）

の
で
は
と
の
質
問
に
対
し
、
市
は
適

正
に
処
理
を
し
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
る
と
答
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
件
に
関
し
、
平
成
21
年
７
月
１
日

付
け
の
新
聞
報
道
に
お
い
て
、
当
時

の
市
幹
部
が
「
１
０
０
万
円
を
負
担

し
た
」
と
証
言
し
た
と
の
報
道
が
な

さ
れ
、
同
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

百
条
調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　　元
幹
部
職
員
に
よ
り
、
合
計
約
１

９
５
万
円
の
立
替
え
（
カ
ン
パ
）
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

【
内
訳
】元
助
役
１
０
０
万
円
、
元
総

務
部
長
50
万
円
、
元
健
康
福
祉
部
長

10
万
円
、
元
健
康
福
祉
部
長
５
万

円
、
元
人
権
推
進
部
長
30
万
円
程
度
。

こ
れ
以
外
の
人
物
か
ら
連
帯
保
証
人

と
し
て
払
っ
た
と
し
て
30
万
円
、
残

り
約
96
万
円
も
回
収
方
法
は
不
明
だ

が
、
市
の
課
長
級
以
上
の
職
員
で
カ

ン
パ
し
た
と
い
う
証
言
が
あ
る
点
か

ら
、一
定
の
金
額
に
つ
い
て
は
、職
員
か

ら
の
立
替
え
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

　　議
会
と
し
て
、市
長
に
対
し
、次
の
と

お
り
指
摘
し
、
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

①
残
る
償
還
金
の
処
理
を
早
期
に
行

い
、
処
理
経
過
に
つ
い
て
の
報
告
を

行
う
こ
と
。

②
課
長
級
以
上
職
員
の
立
替
え
に
つ

い
て
、
市
長
に
お
い
て
、
調
査
を
継

続
す
る
こ
と
。

③
数
々
の
違
法
行
為
に
該
当
す
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
事
実

（
適
正
に
回
収
事
務
を
し
た
と
い
い

な
が
ら
、
実
は
職
員
の
立
替
え
で

あ
っ
た
点
、
議
会
で
の
嘘
の
答
弁
、

立
替
え
金
で
会
計
処
理
し
た
点
で
の

公
文
書
偽
造
な
ど
）
に
つ
い
て
、
検

証
を
行
い
、
不
適
切
な
行
為
に
つ
い

て
は
、
適
切
な
処
置
を
す
る
こ
と
。

④
今
回
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
隠

ぺ
い
体
質
は
問
題
で
あ
り
、
市
長
に

お
い
て
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に

し
、
体
質
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
。

　詳
し
い
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
図

書
館
、
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
に

て
閲
覧
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
議
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
公
開
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

百
条
調
査
委
員
会
調
査
結
果
が
ま
と
ま
る

指
摘
事
項
及
び
改
善
意
見

調
査
の
背
景

調
査
か
ら
判
明
し
た
事
項

議
員
提
出
議
案
第
７
号

原
案
否
決

原
案
可
決

■
泉
南
市
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　
　

（
主
な
内
容
）

　外
国
人
登
録
法
の
廃
止
及
び
住
民
基

本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
条
例
の

一
部
改
正
で
す
。

　
▼
厚
生
消
防
常
任
委
員
会
質
疑

　
　印
鑑
登
録
を
す
る
と
き
に
、
通

称
名
は
使
え
る
の
か
？

　　
　通
称
名
が
記
載
さ
れ
た
証
明
の

提
出
が
あ
れ
ば
、
通
称
名
に
よ
る
印

鑑
登
録
が
可
能
で
す
。

　
※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　平
成
24
年
第
2
回
定
例
会
（
6
月
議
会
）
は
、
6
月
11
日
か
ら
26
日
ま
で

の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　提
出
さ
れ
た
議
案
の
中
か
ら
、
主
な
質
疑
、
討
論
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

答 問 議
案
第
3
号
原
案
可
決

議
案
第
5
号
原
案
可
決

請
願
第
１
号
不
採
択

議
案
第
4
号
原
案
可
決

■
平
成
24
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
　

（
主
な
内
容
）

　新
設
火
葬
場
建
設
に
係
る
予
算
や
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
事
業
に
係
る
予
算
な

ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
▼
平
成
24
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

質
疑　

　ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
契
約
の
業
務

内
容
は
？

　　
　炉
メ
ー
カ
ー
の
選
定
に
あ
た
る

要
求
水
準
書
の
策
定
及
び
阪
南
市
と

の
共
立
に
よ
る
基
本
設
計
並
び
に
基

本
計
画
の
見
直
し
、
都
市
計
画
決
定

図
書
の
作
成
並
び
に
敷
地
の
測
定
、

鑑
定
、
登
記
と
い
っ
た
業
務
で
す
。

※
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

答 問

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
臨

時
措
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　

（
主
な
内
容
）

　同
和
更
生
資
金
貸
付
事
業
に
係
る
不

適
切
な
事
務
執
行
に
よ
り
、
行
政
に
多

大
な
不
信
感
を
も
た
ら
せ
た
た
め
、
市

長
の
監
督
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

か
ら
、
市
長
の
給
与
を
10
％
（
７
〜
９

月
分
）
減
額
す
る
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　市
長
が
知
ら
な
い
で
は
済
ま
な

い
。
不
正
な
肩
代
わ
り
分
は
返
還
を

す
べ
き
。
処
分
を
受
け
な
い
事
で
責

任
を
担
う
道
に
立
つ
べ
き
。

■
市
の
ご
み
置
き
場
の
維
持
管
理
責
任
は

市
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
請
願

　

（
紹
介
議
員
）
　
　
　
　
　小
山

　広
明

　　▼
厚
生
消
防
常
任
委
員
会
質
疑

　
　請
願
文
書
に
は
、
管
理
協
定
は

一
切
行
っ
て
い
な
い
と
あ
る
が
、
こ

れ
は
、
市
と
請
願
者
が
結
ぶ
も
の
で

は
な
く
、
市
と
開
発
業
者
が
結
ぶ
も

の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
請
願
理
由
に

な
ら
な
い
の
で
は
？

　　
　実
際
に
、
維
持
管
理
を
行
う
の

は
市
民
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　よ
っ
て
、
現
在
は
、
開
発
指
導
要

綱
に
維
持
管
理
に
つ
い
て
の
詳
し
い

記
載
が
な
い
た
め
一
度
議
論
が
必
要

で
あ
る
。

答 問

（2）

第
２
回
定
例
会

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　賛
同
署
名
は
74
筆
。
結
果
は
不
採

択
と
な
っ
た
が
熟
慮
が
必
要
な
た
め

継
続
審
議
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

　ま
た
、
市
の
財
産
で
あ
る
ご
み
置

き
場
の
火
事
で
隣
家
へ
引
火
す
れ
ば

市
が
責
任
を
問
わ
れ
る
。
命
と
財
産

を
守
る
立
場
か
ら
市
が
防
火
対
策
を

す
る
べ
き
。

（
修
正
内
容
）

　火
葬
場
建
設
事
業
に
係
る
予
算
を

削
除
す
る
こ
と
。

※
修
正
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　過
去
の
候
補
地
の
整
理
や
地
権
者

と
の
合
意
、
市
民
が
希
望
す
る
設
備

へ
の
期
待
等
に
し
っ
か
り
と
応
え
る

こ
と
を
条
件
に
賛
成
す
る
。

※
本
会
議
に
お
い
て
も
、
委
員
会
と

同
様
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。



■
関
西
電
力
大
飯
原
子
力
発
電
所
3
、

4
号
機
の
再
稼
働
に
反
対
す
る
意
見
書

に
つ
い
て

　

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　原
子
力
の
怖
さ
は
否
定
し
な
い
が
、

国
民
生
活
や
産
業
へ
の
影
響
、
加
え
て

原
発
に
働
く
労
組
員
、
ま
た
大
人
の
判

断
で
稼
働
を
決
定
し
た
福
井
県
民
の
民

意
を
踏
み
に
じ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　弱
い
と
こ
ろ
に
放
射
線
被
ば
く
を
押

し
付
け
て
い
る
。
今
、
一
人
一
人
が
反

対
に
立
ち
あ
が
っ
て
い
る
。
流
れ
に
応

え
よ
う
。

　同
和
更
生
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て
、
回
収
金
を
債
務
者
で
は
な
く
、
職
員
が

立
替
え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
義
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、
平
成
21
年

6
月
の
本
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
、
同
和
更
生
資
金
貸
付
基
金

償
還
金
調
査
特
別
委
員
会
（
百
条
委
員
会
）
の
最
終
報
告
が
こ
の
た
び
ま
と
ま

り
、
平
成
24
年
第
2
回
定
例
会
に
お
い
て
、
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
真
砂

　満
議
員
に
対
す
る
議
員
辞
職

勧
告
決
議
に
つ
い
て

　

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　最
も
重
い
受
け
止
め
は
辞
職
で
は

な
く
、
議
員
一
人
一
人
が
自
分
の
問

題
と
し
て
受
け
止
め
、
批
判
の
前
に

立
つ
こ
と
で
あ
る
。

　議
員
と
し
て
不
適
当
か
ど
う
か

は
、
選
挙
で
選
ぶ
住
民
が
判
断
す
る

も
の
で
あ
り
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
議

員
が
判
断
す
る
の
も
の
で
は
な
い
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　議
会
は
自
浄
能
力
が
必
要
。
暴
力
団

を
容
認
す
る
よ
う
な
発
言
は
認
め
ら
れ

な
い
。
ま
た
、
決
議
が
不
見
識
と
い
う

発
言
も
非
常
識
で
あ
る
。

　本
市
で
は
、
昭
和
40
年
に
設
置
さ

れ
た
泉
南
市
同
和
更
生
資
金
貸
付
基

金
条
例
に
基
づ
き
、
資
金
の
貸
付
事

業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
14

年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
条
例
の

廃
止
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
平
成
14
年
6
月
の
市
の
滞
納
額

調
査
に
お
い
て
、
滞
納
額
が
５
３
８

０
万
円
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
市
は
回
収
率
を
今
後
２
、
３
年

の
間
に
府
平
均
の
約
70
％
ま
で
引
き

上
げ
る
こ
と
な
ど
を
約
束
し
、
平
成

14
年
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
条

例
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
14
年
か
ら
15
年
に
か
け
、
市

は
総
額
約
３
２
１
万
円
（
元
金
３
０

８
万
円
）
の
回
収
を
行
い
ま
し
た

が
、
平
成
21
年
６
月
の
定
例
会
に
お

け
る
一
般
質
問
に
お
い
て
、
回
収
金

は
職
員
か
ら
集
め
た
も
の
で
は
な
い

議
員
提
出
議
案
第
９
号

同
和
更
生
資
金
貸
付
金

　

　
　
　
　職
員
の
立
替
え
が
明
ら
か
に

同
和
更
生
資
金
貸
付
金

　

　
　
　
　職
員
の
立
替
え
が
明
ら
か
に

（3）

の
で
は
と
の
質
問
に
対
し
、
市
は
適

正
に
処
理
を
し
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
る
と
答
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
件
に
関
し
、
平
成
21
年
７
月
１
日

付
け
の
新
聞
報
道
に
お
い
て
、
当
時

の
市
幹
部
が
「
１
０
０
万
円
を
負
担

し
た
」
と
証
言
し
た
と
の
報
道
が
な

さ
れ
、
同
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

百
条
調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　　元
幹
部
職
員
に
よ
り
、
合
計
約
１

９
５
万
円
の
立
替
え
（
カ
ン
パ
）
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

【
内
訳
】元
助
役
１
０
０
万
円
、
元
総

務
部
長
50
万
円
、
元
健
康
福
祉
部
長

10
万
円
、
元
健
康
福
祉
部
長
５
万

円
、
元
人
権
推
進
部
長
30
万
円
程
度
。

こ
れ
以
外
の
人
物
か
ら
連
帯
保
証
人

と
し
て
払
っ
た
と
し
て
30
万
円
、
残

り
約
96
万
円
も
回
収
方
法
は
不
明
だ

が
、
市
の
課
長
級
以
上
の
職
員
で
カ

ン
パ
し
た
と
い
う
証
言
が
あ
る
点
か

ら
、一
定
の
金
額
に
つ
い
て
は
、職
員
か

ら
の
立
替
え
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

　　議
会
と
し
て
、市
長
に
対
し
、次
の
と

お
り
指
摘
し
、
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

①
残
る
償
還
金
の
処
理
を
早
期
に
行

い
、
処
理
経
過
に
つ
い
て
の
報
告
を

行
う
こ
と
。

②
課
長
級
以
上
職
員
の
立
替
え
に
つ

い
て
、
市
長
に
お
い
て
、
調
査
を
継

続
す
る
こ
と
。

③
数
々
の
違
法
行
為
に
該
当
す
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
事
実

（
適
正
に
回
収
事
務
を
し
た
と
い
い

な
が
ら
、
実
は
職
員
の
立
替
え
で

あ
っ
た
点
、
議
会
で
の
嘘
の
答
弁
、

立
替
え
金
で
会
計
処
理
し
た
点
で
の

公
文
書
偽
造
な
ど
）
に
つ
い
て
、
検

証
を
行
い
、
不
適
切
な
行
為
に
つ
い

て
は
、
適
切
な
処
置
を
す
る
こ
と
。

④
今
回
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
隠

ぺ
い
体
質
は
問
題
で
あ
り
、
市
長
に

お
い
て
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に

し
、
体
質
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
。

　詳
し
い
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
図

書
館
、
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
に

て
閲
覧
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
議
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
公
開
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

百
条
調
査
委
員
会
調
査
結
果
が
ま
と
ま
る

指
摘
事
項
及
び
改
善
意
見

調
査
の
背
景

調
査
か
ら
判
明
し
た
事
項

議
員
提
出
議
案
第
７
号

原
案
否
決

原
案
可
決

■
泉
南
市
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　
　

（
主
な
内
容
）

　外
国
人
登
録
法
の
廃
止
及
び
住
民
基

本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
条
例
の

一
部
改
正
で
す
。

　
▼
厚
生
消
防
常
任
委
員
会
質
疑

　
　印
鑑
登
録
を
す
る
と
き
に
、
通

称
名
は
使
え
る
の
か
？

　　
　通
称
名
が
記
載
さ
れ
た
証
明
の

提
出
が
あ
れ
ば
、
通
称
名
に
よ
る
印

鑑
登
録
が
可
能
で
す
。

　
※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　平
成
24
年
第
2
回
定
例
会
（
6
月
議
会
）
は
、
6
月
11
日
か
ら
26
日
ま
で

の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　提
出
さ
れ
た
議
案
の
中
か
ら
、
主
な
質
疑
、
討
論
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

答 問 議
案
第
3
号
原
案
可
決

議
案
第
5
号
原
案
可
決

請
願
第
１
号
不
採
択

議
案
第
4
号
原
案
可
決

■
平
成
24
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
　

（
主
な
内
容
）

　新
設
火
葬
場
建
設
に
係
る
予
算
や
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
事
業
に
係
る
予
算
な

ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
▼
平
成
24
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

質
疑　

　ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
契
約
の
業
務

内
容
は
？

　　
　炉
メ
ー
カ
ー
の
選
定
に
あ
た
る

要
求
水
準
書
の
策
定
及
び
阪
南
市
と

の
共
立
に
よ
る
基
本
設
計
並
び
に
基

本
計
画
の
見
直
し
、
都
市
計
画
決
定

図
書
の
作
成
並
び
に
敷
地
の
測
定
、

鑑
定
、
登
記
と
い
っ
た
業
務
で
す
。

※
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

答 問

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
臨

時
措
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　

（
主
な
内
容
）

　同
和
更
生
資
金
貸
付
事
業
に
係
る
不

適
切
な
事
務
執
行
に
よ
り
、
行
政
に
多

大
な
不
信
感
を
も
た
ら
せ
た
た
め
、
市

長
の
監
督
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

か
ら
、
市
長
の
給
与
を
10
％
（
７
〜
９

月
分
）
減
額
す
る
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　市
長
が
知
ら
な
い
で
は
済
ま
な

い
。
不
正
な
肩
代
わ
り
分
は
返
還
を

す
べ
き
。
処
分
を
受
け
な
い
事
で
責

任
を
担
う
道
に
立
つ
べ
き
。

■
市
の
ご
み
置
き
場
の
維
持
管
理
責
任
は

市
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
請
願

　

（
紹
介
議
員
）
　
　
　
　
　小
山

　広
明

　　▼
厚
生
消
防
常
任
委
員
会
質
疑

　
　請
願
文
書
に
は
、
管
理
協
定
は

一
切
行
っ
て
い
な
い
と
あ
る
が
、
こ

れ
は
、
市
と
請
願
者
が
結
ぶ
も
の
で

は
な
く
、
市
と
開
発
業
者
が
結
ぶ
も

の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
請
願
理
由
に

な
ら
な
い
の
で
は
？

　　
　実
際
に
、
維
持
管
理
を
行
う
の

は
市
民
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　よ
っ
て
、
現
在
は
、
開
発
指
導
要

綱
に
維
持
管
理
に
つ
い
て
の
詳
し
い

記
載
が
な
い
た
め
一
度
議
論
が
必
要

で
あ
る
。

答 問

（2）

第
２
回
定
例
会

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　賛
同
署
名
は
74
筆
。
結
果
は
不
採

択
と
な
っ
た
が
熟
慮
が
必
要
な
た
め

継
続
審
議
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

　ま
た
、
市
の
財
産
で
あ
る
ご
み
置

き
場
の
火
事
で
隣
家
へ
引
火
す
れ
ば

市
が
責
任
を
問
わ
れ
る
。
命
と
財
産

を
守
る
立
場
か
ら
市
が
防
火
対
策
を

す
る
べ
き
。

（
修
正
内
容
）

　火
葬
場
建
設
事
業
に
係
る
予
算
を

削
除
す
る
こ
と
。

※
修
正
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　過
去
の
候
補
地
の
整
理
や
地
権
者

と
の
合
意
、
市
民
が
希
望
す
る
設
備

へ
の
期
待
等
に
し
っ
か
り
と
応
え
る

こ
と
を
条
件
に
賛
成
す
る
。

※
本
会
議
に
お
い
て
も
、
委
員
会
と

同
様
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。



一般質問は次ページへ続きます

一般質問事項
 今年も岡中の大楠に飛来したアオバズクは夜

行性、エコの象徴である！火葬場予定地の市

民の里は選択肢の一つであり、地権者を含めて何時決まった

か？の問に：オンリーワンであり、他に選択肢は無いとは、

今後大きな議論を呼ぶことになる。②原発再稼働の未決状態

のなかで、夏季のピーク時の節電対策を質したが、その後再

稼働による緩和に若干期待が持てそう③久々の明るいニュー

スのバラ園と④消防用水について質した。

原　　憂子
はら ゆう   こ

公明党

一般質問事項

1．防災対策では、公明党案の防災・減災
ニューディール政策の推進をまた各地域や
小・中学校での訓練の重要性を自主防災組織の向上に言及。

2．空き家対策条例の必要性を訴えた。
3．医療制度の充実では、3ワクチン接種の充実とガン対策
における授業の徹底を訴えた。

4．自転車対策では、自転車の安全利用と、自転車保険の必
要性と、自転車運転免許証制度の実施を！

5．市民サービスでは、各種証明書の一本化を！

一般質問事項

1．安心と安全の行政について
　　 ①各地域における防災計画の現状　
　 　②各地域防災活動への市職員の参加　
　　 ③市内在住職員の緊急避難時など職務外負担に対する
          インセンティブの必要性について
2．地方分権行政について①権限移譲実施計画でＮＰＯ法人
に係る事務移譲はいつ実施するのか

3．教育行政について、①子どもの居場所について②オリン
ピック出場者への支援について③鳴滝第一小学校跡地の
検討会はいつから始めるのか

木下　豊和
きのした        とよかず

拓進みどりクラブ

河 部  　優
かわ    べ            まさる

拓進みどりクラブ

1、第6次産業について①六次産業化法につ
いて②六次産業化法の泉南市の取組み及び支
援策③第二次産業及び第三次産業への情報提供　2、観光協
会設立後の現況と今後について〇観光案内所〇ワーキング
チーム〇市の財政的支援及びハード面の支援　3、プロジェ
クト事業の今後の優先順位について①平成27年度からの行
財政改革（第5次）における最優先事業②和泉砂川駅周辺整備
事業③砂川樫井線の新家方面への延伸④学校校舎立替え
4、ＰＤＣＡサイクルについて 

拓進クラブ 真砂　　満

★観光協会、バラ園について　視察に行った

佐賀県武雄市は、フェイスブック課を設ける

等、PRに長けている。市も情報発信力を持つマスメディア

を使い、積極的なPRを。★生活保護について※昨今の報道

を担当原課としてどのように受け止めているのか※市の個人

情報やプライバシー保護の状況は。市役所裏口近くにある窓

口での執務は再考を要するのではないか。また、ケースワー

カー職員を確保し、適正な保護行政を行うべし。 

心政クラブ

1．樽井駅エレベーター設置について　今後
のスケジュールと財政措置は　

Ａ. 今年度中に基本構想を策定し、25年度に工事着手の予定
です。予算は25年度に計上します。

2．空き店舗対策の進捗について
Ａ. 今年度は情報収集やウェブサイトに写真を貼りつけ、今後
　  は活用支援事業の検討をします。
3．防災対策の現状について
Ａ. 海抜表示板の設置と避難建物の協議を進めています。 

市政研究会

　平成20年第4回議会の質問以降を総括し、

下記のとおり質問を行う。

1．今後の教育行政について

2．市内商店街について、空店舗対策

3．火葬場問題について、現状と今後、用地の契約について、

今後の問題について

4．近郊緑地について、現状と今後について

5．りんくう公園について、現状と今後について、大阪府の考

え方について

ま  さご　　　　  みつる

一般質問事項

梶本　茂躾
かじもと        しげ  み

大八洲の会

北出　寧啓
きた  で　　　やす ひろ

大八洲の会

一般質問事項
　新たな活断層が発見され、若狭湾の原発に
フクシマの再来があったとした場合、地震・
ずれによる原発の損壊に伴い拡散する放射性物質対策を自
治体として考えているのか。福島4号機の倒壊は広島原爆
4,000発分だ。内部被ばくによる放射線障害は、細胞より
分子のレベルで起こり、数年、数十年かけて、晩発性障害
（がん、免疫障害等）が起こる。将来を考え、子どもたち
の食等による内部被ばくの測定などを始めるべきではない
か。 

一般質問事項

真砂　　満
ま  さご            みつる

拓進みどりクラブ

拓進クラブ 真砂　　満
ま  さご　　　　  みつる

一般質問事項

角谷　英男
つの  や        ひで   お

市政研究会

拓進クラブ 真砂　　満
ま  さご　　　　  みつる

一般質問事項

南　　良徳
みなみ よしのり

心政クラブ　

　一般質問とは、教育、福祉、財政など市政全般に対
し、質問し、確認することで、毎定例会において、各
議員１人あたり１時間の質問をすることができます。
　６月定例会では、16名の議員が市政全般にわたる
課題や問題点について、市当局に対し、考えをただし
ました。
　各議員の主な質問項目は次のとおりです。

　各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。
　掲載順位は質問順です。

泉南市の観光を位置づけた商工業振興基本条
例は、地場産業や中小企業が元気に経営が出
来るための市の指針です。今後「商工業者の支援、育成、
条例の運用要綱の設置」など検討する時点では新たな関係
者も加え、条例の不十分さを補うために「提言」にある
「円卓会議」を早急に立ち上げること。疲弊した内陸部商
店街の活性化対策などを具体化するために市内すべての
中・小・零細業者に対し、アンケート調査の実施を求めま
した。市は検討すると答えました。

1．教育では、通学路の安全対策・中学校での

ダンス授業・市内唯一の府立高校存続問題

と教職員の倫理観についてを質した。

2．商工関連事業では、観光協会成立の今後について・産振セ

ンターの進捗状況を聞く。

3．総務関連では、総合窓口的対応への考えと、職員研修の実

態調査と出前講座の現状と今後について。

4．都市計画事業では、砂川駅前整備計画の今後と樽井駅前整

備計画の内容と飛び地住所の整備について。

本会議のようすはインターネット中継で 泉南市議会中継

16人が市政を問う

6月議会　6月議会　

一 般 質 問

小山　広明
こ  やま        ひろあき

拓進みどりクラブ

一般質問事項

○小山＝ゴミ置き場の維持管理は、に向井市
長は一般的な管理は地域住民にお願いした
い。部長は、開発許可の際業者と交わした協定を盾に
（一切の）維持管理責任は住民、と。しかし住民は知ら
されておらず責任の持ちようはない。  
○小山＝罰は解決にはならない、に市長、寛大は良いが罰
は必要、に私は寛大ではなく逆。問題を私的に押し込め
るもの。「良いことを誇れば悪、反省すれば善となる」。
人間の行為は有機的。

井原正太郎
 い  はらしょうた  ろう

公明党

一般質問事項

松本　雪美 日本共産党

一般質問事項

1．行財政改革では、第4次行革に入り今後
　  の収支見通しと改革の課題・成果につい
     て質した。
2．新火葬場では、阪南市との合意形成の進捗確認と地元区
への今後の対応を質した。

3．プール事故では、今年の夏においては一般開放中止とな
り、子ども達への今後の展開とプールの改修と児童保護
者へのケアについて質した。

4．生活保護の実態と今後の見通し、就労支援対策について。

一般質問事項

①土地開発公社解散計画は、87億円も借金
することになり、次世代に多大な負担を与え
る、慎重に対応すべきだ。②新火葬場建設計画は多くの市
民に公表されていない。もっと市民の意見を聞くべきだ。
③同和更生資金貸付基金の職員肩代りについて市長は市民
に謝罪すべきだ。④プール一般開放については安全を確保
し、１日も早く開放すべきだ。⑤運輸企業組合理事長逮捕
についての市の見解は。⑥児童生徒の交通安全対策を徹底
せよ。

一般質問事項

●一丘中学校・西信達中学校のトイレの改修
など老朽校舎の改修を　●子ども医療費助成
制度を小学校卒業までに　●福祉タクシーと重度障害者へ
の支援の復活を　●餓死や孤立死を生まない生活保護のあ
り方について　●新家駅西口に改札口の設置を　●アスベ
スト問題の早期の解決を　●医療施設の充実を　◎教育委
員長は学校の施設の老朽化を認め、市長に改修を要望する
と答弁。◎改札口設置は関連機関に引き続き要望すると答
弁。 

成田　政彦
なり  た　　　まさひこ

日本共産党

大森　和夫
おおもり　　  かず  お

日本共産党

一般質問事項

中尾　広城
なか  お　　   ひろ  き

公明党

まつもと　　 せつ  み



一般質問は次ページへ続きます

一般質問事項
 今年も岡中の大楠に飛来したアオバズクは夜

行性、エコの象徴である！火葬場予定地の市

民の里は選択肢の一つであり、地権者を含めて何時決まった

か？の問に：オンリーワンであり、他に選択肢は無いとは、

今後大きな議論を呼ぶことになる。②原発再稼働の未決状態

のなかで、夏季のピーク時の節電対策を質したが、その後再

稼働による緩和に若干期待が持てそう③久々の明るいニュー

スのバラ園と④消防用水について質した。

原　　憂子
はら ゆう   こ

公明党

一般質問事項

1．防災対策では、公明党案の防災・減災
ニューディール政策の推進をまた各地域や
小・中学校での訓練の重要性を自主防災組織の向上に言及。

2．空き家対策条例の必要性を訴えた。
3．医療制度の充実では、3ワクチン接種の充実とガン対策
における授業の徹底を訴えた。

4．自転車対策では、自転車の安全利用と、自転車保険の必
要性と、自転車運転免許証制度の実施を！

5．市民サービスでは、各種証明書の一本化を！

一般質問事項

1．安心と安全の行政について
　　 ①各地域における防災計画の現状　
　 　②各地域防災活動への市職員の参加　
　　 ③市内在住職員の緊急避難時など職務外負担に対する
          インセンティブの必要性について
2．地方分権行政について①権限移譲実施計画でＮＰＯ法人
に係る事務移譲はいつ実施するのか

3．教育行政について、①子どもの居場所について②オリン
ピック出場者への支援について③鳴滝第一小学校跡地の
検討会はいつから始めるのか

木下　豊和
きのした        とよかず

拓進みどりクラブ

河 部  　優
かわ    べ            まさる

拓進みどりクラブ

1、第6次産業について①六次産業化法につ
いて②六次産業化法の泉南市の取組み及び支
援策③第二次産業及び第三次産業への情報提供　2、観光協
会設立後の現況と今後について〇観光案内所〇ワーキング
チーム〇市の財政的支援及びハード面の支援　3、プロジェ
クト事業の今後の優先順位について①平成27年度からの行
財政改革（第5次）における最優先事業②和泉砂川駅周辺整備
事業③砂川樫井線の新家方面への延伸④学校校舎立替え
4、ＰＤＣＡサイクルについて 

拓進クラブ 真砂　　満

★観光協会、バラ園について　視察に行った

佐賀県武雄市は、フェイスブック課を設ける

等、PRに長けている。市も情報発信力を持つマスメディア

を使い、積極的なPRを。★生活保護について※昨今の報道

を担当原課としてどのように受け止めているのか※市の個人

情報やプライバシー保護の状況は。市役所裏口近くにある窓

口での執務は再考を要するのではないか。また、ケースワー

カー職員を確保し、適正な保護行政を行うべし。 

心政クラブ

1．樽井駅エレベーター設置について　今後
のスケジュールと財政措置は　

Ａ. 今年度中に基本構想を策定し、25年度に工事着手の予定
です。予算は25年度に計上します。

2．空き店舗対策の進捗について
Ａ. 今年度は情報収集やウェブサイトに写真を貼りつけ、今後
　  は活用支援事業の検討をします。
3．防災対策の現状について
Ａ. 海抜表示板の設置と避難建物の協議を進めています。 

市政研究会

　平成20年第4回議会の質問以降を総括し、

下記のとおり質問を行う。

1．今後の教育行政について

2．市内商店街について、空店舗対策

3．火葬場問題について、現状と今後、用地の契約について、

今後の問題について

4．近郊緑地について、現状と今後について

5．りんくう公園について、現状と今後について、大阪府の考

え方について

ま  さご　　　　  みつる

一般質問事項

梶本　茂躾
かじもと        しげ  み

大八洲の会

北出　寧啓
きた  で　　　やす ひろ

大八洲の会

一般質問事項
　新たな活断層が発見され、若狭湾の原発に
フクシマの再来があったとした場合、地震・
ずれによる原発の損壊に伴い拡散する放射性物質対策を自
治体として考えているのか。福島4号機の倒壊は広島原爆
4,000発分だ。内部被ばくによる放射線障害は、細胞より
分子のレベルで起こり、数年、数十年かけて、晩発性障害
（がん、免疫障害等）が起こる。将来を考え、子どもたち
の食等による内部被ばくの測定などを始めるべきではない
か。 

一般質問事項

真砂　　満
ま  さご            みつる

拓進みどりクラブ

拓進クラブ 真砂　　満
ま  さご　　　　  みつる

一般質問事項

角谷　英男
つの  や        ひで   お

市政研究会

拓進クラブ 真砂　　満
ま  さご　　　　  みつる

一般質問事項

南　　良徳
みなみ よし のり

心政クラブ　

　一般質問とは、教育、福祉、財政など市政全般に対
し、質問し、確認することで、毎定例会において、各
議員１人あたり１時間の質問をすることができます。
　６月定例会では、16名の議員が市政全般にわたる
課題や問題点について、市当局に対し、考えをただし
ました。
　各議員の主な質問項目は次のとおりです。

　各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。
　掲載順位は質問順です。

泉南市の観光を位置づけた商工業振興基本条
例は、地場産業や中小企業が元気に経営が出
来るための市の指針です。今後「商工業者の支援、育成、
条例の運用要綱の設置」など検討する時点では新たな関係
者も加え、条例の不十分さを補うために「提言」にある
「円卓会議」を早急に立ち上げること。疲弊した内陸部商
店街の活性化対策などを具体化するために市内すべての
中・小・零細業者に対し、アンケート調査の実施を求めま
した。市は検討すると答えました。

1．教育では、通学路の安全対策・中学校での

ダンス授業・市内唯一の府立高校存続問題

と教職員の倫理観についてを質した。

2．商工関連事業では、観光協会成立の今後について・産振セ

ンターの進捗状況を聞く。

3．総務関連では、総合窓口的対応への考えと、職員研修の実

態調査と出前講座の現状と今後について。

4．都市計画事業では、砂川駅前整備計画の今後と樽井駅前整

備計画の内容と飛び地住所の整備について。

本会議のようすはインターネット中継で 泉南市議会中継

16人が市政を問う
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一 般 質 問

小山　広明
こ  やま        ひろあき

拓進みどりクラブ

一般質問事項
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り、子ども達への今後の展開とプールの改修と児童保護
者へのケアについて質した。

4．生活保護の実態と今後の見通し、就労支援対策について。

一般質問事項

①土地開発公社解散計画は、87億円も借金
することになり、次世代に多大な負担を与え
る、慎重に対応すべきだ。②新火葬場建設計画は多くの市
民に公表されていない。もっと市民の意見を聞くべきだ。
③同和更生資金貸付基金の職員肩代りについて市長は市民
に謝罪すべきだ。④プール一般開放については安全を確保
し、１日も早く開放すべきだ。⑤運輸企業組合理事長逮捕
についての市の見解は。⑥児童生徒の交通安全対策を徹底
せよ。

一般質問事項

●一丘中学校・西信達中学校のトイレの改修
など老朽校舎の改修を　●子ども医療費助成
制度を小学校卒業までに　●福祉タクシーと重度障害者へ
の支援の復活を　●餓死や孤立死を生まない生活保護のあ
り方について　●新家駅西口に改札口の設置を　●アスベ
スト問題の早期の解決を　●医療施設の充実を　◎教育委
員長は学校の施設の老朽化を認め、市長に改修を要望する
と答弁。◎改札口設置は関連機関に引き続き要望すると答
弁。 

成田　政彦
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公明党
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インターネットで議会の生中継・録画中継が見れますインターネットで議会の生中継・録画中継が見れます
　泉南市議会では、ユーストリーム（生中継）とユーチューブ（録画映像）による
議会中継の配信を行っています。スマートフォンやタブレット型パソコンからもア
クセスが可能です。市民の皆さまのアクセスをお待ちしております。

（ホームページへのアクセス方法）泉南市議会ウェブサイト→泉南市議会→議会インターネット中継

ご 存 じ で す か ？

　日向市では、高齢化が進む商店街の活性化をめざし、まちなかでのイベ
ントを通してPRを精力的に行うなど、「人が集い、ふれあい、暮らす」を

キャッチフレーズに、空き店舗を活用した
まちづくりを進めているとのことでした。
　また、延岡市では、４月から供用が開始
された新火葬場を見学しました。
「いのちの公園」を基本理念とし、命の大切さや想いを深めてもらえるよう
な空間、時間の提供をめざし、従来の火葬場のイメージを変えるアート感の
強い構造となっていました。

■厚生消防常任委員会

　流山市は、自治基本条例を先進的に策定されています。特徴としては、「自分たち
のまちの課題は、自分たちで解決する」ことを基本理念とし、市民が市民の中に入っ
て、市民意見を集める方式をとって、市民みずからがゼロから条例を作りあげていっ

たとのことでした。
　また、岩倉市では、「子ども条例」につい
て、視察しました。
１．生きる権利　２．育つ権利　３．守られ
る権利　４．参加する権利　以上の４つの権
利が明確に規定された子ども条例が策定されており、今後の課題は、子ど
もの居場所づくりに力を注ぎたいとの説明を受けました。

■総務文教常任委員会

▲流山市議会にて

▲岩倉市議会にて質疑応答

▲延岡市新火葬場を見学

▲日向市議会にて

　大野城市のワンストップサービスは、市民満足度の向上とコスト削減の両立を基
本コンセプトとし、１．週末窓口サービス　２．コールセンターの開設　３．総合窓
口「まどかフロア」を開設するなど、市民の利便性の向上を推進していました。
　また、武雄市では、行財政サービスについて視察しました。
　市役所では、市民にわかりやすく、ニーズに応えるため、特色ある名前の課が
たくさんあります。例えば、レモングラス課（レモングラスを特産品として扱う
課）、いのしし課（駆除されたいのししを売る課）、お結び課（男女の縁結びを
する課）など、毎年、機構改革が行われているとのことでした。

■行財政問題対策特別委員会

武雄市議会にて▶

▲総合窓口を視察

堀口　武視
ほり ぐち　　 たけ  し

心政クラブ

一般質問事項

・砂川、新家駅前の早期整備を。
　駅前は町の顔、現在の衰退の状況は行政の
　責任、速急な整備を。
・小中学校の学力向上策を。
　大阪の学力は全国最低ランク。その大阪の中でも泉南は
　下位、土曜授業等学力向上策を。
・小中学校の長期欠席や不登校生の対策を。
・通学路の安全確認と通学に利用し易いバス運行。
・火葬場新設に併せ、葬儀場と市民霊園の併設を。
・国や大阪府の補助事業で農林業の振興を。 

　各常任委員会・各特別委員会は、所管する課題に対して、先進的な自治体を訪問し、
「進んでいるところ、参考にしたいところ」を視察しました。主な内容は、次のとおりです。

空港等まちづくり対策特別委員会　関西空港、鹿児島県霧島市、霧島観光協会
産業建設常任委員会　　岩手県遠野市、大槌町
厚生消防常任委員会　宮崎県延岡市、日向市
総務文教常任委員会　千葉県流山市、愛知県岩倉市
行財政問題対策特別委員会　福岡県大野城市、佐賀県武雄市

4月17日～18日
5月 8 日～ 9 日
5月15日～16日
5月17日～18日
5月21日～22日

一般質問事項

　資産改革について（ファシリティマネジメ
ントについて：公共施設の需給バランスの変
化への対応について、維持保全業務の適正化について）　
第三セクター等改革推進債の活用、取り組みについて：土
地開発公社の解散について、三セク債発行額・償還期限に
ついて、抜本的解決―市に引き継いだ後の処分活用計画に
ついて、三セク債の発行条件―更なる行革の進展につい
て、金融機関との交渉―特定調定等の法的な枠組を視野に
入れて 

森　  裕 文
もり　　　　ひろ　ふみ

無所属（泉南フォレスト）

　本委員会は、関西国際空港LCCターミナルなど空港島内の視察と意見交換
を行いました。
　関空では、さらなる成長に向けて、LCCの積極的な誘致、特徴を活かした

新たな貨物戦略、空港アクセス改善など成長
戦略の取り組みに重点がおかれていました。
　霧島市では、企業誘致の取組みなど空港と
まちづくりについて視察を行いました。
　また、観光についても、行政と市民と観光協会の協働による取り組みが
展開されており、「じゃらんリサーチセンター」によるアンケート調査で
は、「おもてなし満足度」で、全国No.1を獲得したそうです。

■空港等まちづくり対策特別委員会

▲関西国際空港2期島　LCC
　ターミナルビル工事現場

▲霧島市議会にて

　
　遠野市では、中心市街地活性化計画を策定し、ソフト事業を商工会が、
ハード事業を行政で担うという役割分担をしながらまちなかに賑わいを再
生する計画を進めていました。
　また、大槌町では、「災害復旧における
まちづくり」として、津波の災害リスクと
向き合い、防災教育の推進や防災体制の
強化をするなど、今回の災害を契機に、
新たな気持ちで、新しい大槌町の再生、
復興に取り組んでいくために、町民の総

力をあげて「美しいまち」大槌を目指しているとのことでした。

■産業建設常任委員会

▲大槌町（仮設役場にて）

▲大槌町内（津波被害状況）
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▲花咲きファーム　イングリッシュローズガーデン

職員の立替えが判明
　　　　　　市長給与減額に関する条例を可決
職員の立替えが判明
　　　　　　市長給与減額に関する条例を可決

　今定例会は、同和更生資金貸付基金償還金調査特別委員会が最終報告を行いました。
その調査結果の報告を受けて、市長給与の減額に関する条例が提案され、その条例を可決しました。

（詳細は、３ページをご覧ください）

～同和更生資金貸付基金償還金調査特別委員会の最終報告を受けて～
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泉南市固定資産評価審査委員会委員の選任について
（岩本 正美 氏）

泉南清掃事務組合規約の変更に係る協議について

泉南市印鑑登録及び証明に関する条例等の一部を改正する
条例の制定について

平成24年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第１号）
に対する修正案

平成24年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第１号）

市のごみ置き場の維持管理責任は市であることの確認を
求める請願書に対する閉会中の継続審査に関する動議

市のごみ置き場の維持管理責任は市であることの確認を
求める請願書

特別職の職員の給与に関する臨時措置条例の制定について

閉会中の継続審査について
　付託議案第3号　泉南市自治基本条例の制定について
　付託議案第4号　 泉南市子どもの権利に関する条例の制定について

閉会中の継続調査について

関西電力大飯原子力発電所3、4号機の再稼動に反対する
意見書ついて

障がい者の権利を保障する新たな総合福祉法の制定を求
める意見書について

真砂満議員に対する議員辞職勧告決議について

同和更生資金貸付基金償還金調査特別委員会最終報告について

同和更生資金貸付基金償還金等に関する調査の終了及び同
和更生資金貸付基金償還金調査特別委員会の廃止について

原 案 同 意

原 案 可 決

原 案 可 決

修正案否決

原 案 可 決

原 案 否 決

不　採　択

報　告　済

原 案 可 決

原 案 可 決

閉会中の
継続審査

継 続 調 査

原 案 否 決

原 案 可 決

原 案 可 決

報　告　済

報　告　済

報　告　済

森裕文氏当選

原 案 承 認

原 案 承 認

原 案 承 認

報　告　済

報　告　済

報　告　済

報　告　済

報　告　済

原 案 承 認

退席 中尾、堀口2

退席 1

賛成 和気、大森、小山、成田、松本

河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、井原、谷、角谷、北出、南

堀口

5

反対 12

退席 1

賛成 河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、井原、谷、角谷、北出、南

和気、大森、小山、成田、松本

堀口

12

反対 5

退席 1

賛成 和気、大森、小山、成田、松本、北出

河部、梶本、原、中尾、木下、森、井原、谷、角谷、南、堀口

真砂

6

反対 11

退席 2

賛成 和気、原、中尾、木下、大森、小山、井原、谷、角谷、成田、松本、北出

梶本、森、南、堀口

河部、真砂

12

反対 4

退席 1

賛成 和気、原、中尾、大森、井原、谷、角谷、成田、松本

河部、梶本、木下、小山、森、北出、南、堀口

真砂

9

反対 8

賛成 和気、大森、小山、成田、松本

河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、井原、谷、角谷、北出、南、堀口

5

反対 13

賛成 和気、大森、小山、成田、松本

河部、梶本、原、中尾、木下、真砂、森、井原、谷、角谷、北出、南、堀口

5

反対 13

賛成 河部、和気、梶本、原、中尾、木下、真砂、大森、森、井原、谷、角谷、
成田、松本、北出、南、堀口

小山

17

反対 1

議案第1号

議案第2号

議案第3号

議案第4号

請願第１号

議案第5号

議会報告第１号

議員提出議案
第10号

議員提出議案
第7号

議員提出議案
第8号

議員提出議案
第9号

泉南監報告第2号

泉南監報告第5号

泉南監報告第6号

選挙第3号

報告第1号

報告第2号

報告第3号

報告第4号

報告第5号

報告第6号

報告第7号

報告第8号

報告第9号

例月現金出納検査結果報告

例月現金出納検査結果報告

例月現金出納検査結果報告

泉南清掃事務組合議会議員補欠選挙について

専決処分の承認を求めるについて（泉南市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について）

専決処分の承認を求めるについて（泉南市都市計画税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について）

専決処分の承認を求めるについて（泉南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）

平成23年度大阪府泉南市一般会計予算繰越明許費繰越計算書について

平成23年度大阪府泉南市介護保険事業特別会計予算繰越計算書について

平成23年度泉南市水道事業会計予算繰越計算書について

平成23年度泉南市土地開発公社経営状況について

平成24年度泉南市土地開発公社経営状況について

専決処分の承認を求めるについて（平成２４年度大阪府泉南市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号））

議
会
報
編
集
委
員
会

議会だよりに対するご意見・
ご感想をお寄せください。
〒590-0592（住所不要）
泉南市議会事務局
TEL 483-0008  FAX 484-2085
e-mail:gikai@city.sennan.lg.jp

お
待

ちしていま
す

お
待

ちしていま
す

ご意見
ご感想
ご意見
ご感想

議案賛否一覧議案賛否一覧議案賛否一覧

件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　果議案番号

その他の議案結果その他の議案結果その他の議案結果

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

件　　　　　　　　　　　　　　　名 賛　　　　　　　　　否 結　果議案番号


